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一
八
三
四
年
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之
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夜
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待
合
印 

● 
 
 
 
 
 

○
当
日
御
渡
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茶
ニ
初
而
用
印 

 
 
 
 

□
手
元
ゟ
御
渡
分 

 
 
 
 
 
 
 

御
組
合
付
被
取
入
印
△ 

し
か
い
う 

と
き
に 

御 

 

本
資
料
は
、
天
保
五
（一
八
三
四
）年
十
一
月
十
六
日
か
ら
十
九
日
の
四
日
間
に
わ
た
って
催
さ
れ
た
茶

会
の
記
録
で
す
。
口
切
と
は
、
ひ
と
夏
、
口
に
封
を
し
た
茶
壺
で
保
存
し
た
そ
の
年
の
新
茶
を
、
秋
に
封
を

切
って
取
り
出
し
、
茶
臼
で
挽
い
た
も
の
を
用
い
て
開
く
茶
事
の
こ
と
で
、
茶
道
で
は
、
一
年
の
は
じ
ま
り
に
相

当
す
る
大
切
な
行
事
で
す
。 

 

内
容
を
解
読
す
る
と
、
招
待
さ
れ
た
客
は
新
発
田
藩
主
溝
口
家
と
姻
戚
関
係
に
あ
った
人
物
、
後
に
十
代

藩
主
直
諒
の
子
が
嫁
い
だ
り
、
養
子
に
入
る
大
名
家
、
江
戸
に
在
住
す
る
著
名
な
学
者
や
、
直
諒(

翠
濤
）と

茶
道
を
通
し
て
交
流
が
あ
った
茶
人
や
目
利
き
が
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。
ま
た
、
使
用
さ
れ
て
い
た
道
具
類

は
、
藩
の
蔵
に
納
め
ら
れ
て
い
た
大
切
な
茶
道
具
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
翠
濤
が
主
催
し
、
江
戸

で
行
わ
れ
た
茶
会
の
記
録
と
推
察
さ
れ
ま
す
。
当
日
の
食
材
を
用
い
る
「献
立
」の
内
容
が
記
さ
れ
て
い
な
い

（⑨
・⑪
）の
で
、
事
前
準
備
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
記
録
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

本
資
料
は
、
関
谷
兵
内
関
連
の
資
料
に
混
じ
って
収
集
家
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
文
書
で
、
他
に
天
保
四
年
の

茶
会
記
が
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
天
保
五
年
は
、
兵
内
が
二
十
一
歳
の
と
き
に
あ
た
り
ま
す
。
地
方
の
武
家

社
会
で
は
、
元
服
後
、
家
督
を
相
続
す
る
ま
で
の
間
、
藩
主
に
従
って
江
戸
へ
参
勤
し
、
一
定
期
間
江
戸
詰
め

と
し
て
藩
主
の
警
護
や
身
辺
の
世
話
を
す
る
傍
ら
、
武
道
や
学
問
の
研
鑽
を
積
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
兵
内

が
江
戸
へ
行
った
記
録
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
江
戸
で
見
聞
を
広
め
、
作
図
の
技
術
を
学
ん
だ
り
、
藩

主
に
接
す
る
機
会
を
得
て
、
茶
会
の
手
伝
い
に
動
員
さ
れ
た
り
、
藩
の
蔵
に
納
め
ら
れ
た
書
物
や
、
物
品
の

整
理
に
携
わ
って
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
時
期
、
後
年
世
界
地
図
を
写
す
な
ど
の
き
っか
け
が
あ
った
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。  

 
 

 
 

 

「関
谷
兵
内
が
描
い
た
新
発
田
藩
」解
説
シ
ー
ト 

(

新
発
田
市
立
歴
史
図
書
館 

鶴
巻
康
志
二
〇
二
一
） 

く
ち 

き
り 

本
文
中
に 

● 

○ 

△ 

の
記
号

は
記
さ
れ
て
い
な
い
。 

一
方
、
「
茶
ニ
初
而
用
印
」と
「□
御

手
元
ゟ
御
渡
分
」
が
線
で
結
ん
で

あ
る
。 

天保五年 溝口翠濤による口切の茶事 

な
お 

あ
き 

す
い 

と
う 
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正
午 御

客
組 

   

十
六
日 毛

利
甲
斐
守
様 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

了
我 

 
 
 
 
 
 
 

宗
態 

十
七
日  

小
堀
大
膳
様 

 
 

 

 

岡 

了
節 

様 
 
 
 

 

 

古
茟
了
伴 

 
 
 

 

 
 
 
 

長
崎
升
斎 

 
 
 

 

 

 
村
観
阿 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   

十
八
日 

松
平
河
内
守
様 

 
 
 

 

本
田
伊
豫
守
様 

 
 
 

 

 

竹
越
山
城
守
様 

 
 

 
 
 
 
 

水
谷
斎
但 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

平
井
栄
朴 

十
九
日 

 
 
 
 

岡
田
真
澄
殿 

 
 
 
 

鴨
池
玄
琳 

 
 
 
 

小
濱
様 

 
 
 
 
 
 

御
隠
居 

 
 

 
 

 
 

 

本
多
伊
予
守
忠 た

だ

升 た
か

は
伊
勢 

神
戸

か
ん
べ

藩
五
代
藩
主 

（一
七

九
一
～
一
八
五
九
）。
後
に

直
諒
の
六
男
が
六
代
藩
主

忠 た
だ

寛 ひ
ろ

の
養
子
に
入
って
い
る
。  

小
堀
宗
中
、
古
筆
了
伴
、
吉

村
観
阿
は
、
茶
道
を
通
じ
溝

口
翠
濤
（
直
諒
）と
交
流
し
て

い
た
人
物
。
（宮
武
二
〇
一
九
） 

古
茟(

筆)

了
伴
は
書
跡
鑑
定
家 

小
堀
大
膳
宗
中
は
、
遠
州
流

茶
道
八
代
宗
匠 

長
崎
浩
斎
な
ら
ば
、
高
岡
藩
の

蘭
方
医
（一
七
九
九
～
一
八
六

四
）。
大
槻
玄
沢
の
芝
蘭
堂
で
蘭

学
を
修
め
、
二
度
目
の
江
戸
滞

在
（一
八
一
七
）以
降
「浩
斎
」を

名
乗
る
。  

毛
利
甲
斐
守
は
、
長
府
藩
主
十

一
代
藩
主
毛
利
元
義
（一
七
八

五
～
一
八
四
三
）。
長
男
の
元

寛
（一
八
〇
二
～
一
八
二
七
＝

こ
の
時
は
す
で
に
亡
く
な
っ
て
い

た
）の
正
室
と
し
て
直
侯
の
娘
・

直
諒
の
妹
（も
し
く
は
姉
）の
美

弥
姫
が
嫁
い
で
い
る
。
長
府
藩
の

江
戸
藩
邸
は
、
現
在
六
本
木
毛

利
庭
園
（テ
レ
ビ
朝
日
ニ
ュ
ー
ス

ス
タ
ジ
オ
の
背
後
）と
な
っ
て
い

る
。   

了
我
（本
屋
惣
吉
）（
一
七
五
三

～
没
年
不
明
） 

江
戸
の
目
利

き
、
道
具
商
。
松
平
不
昧
と
も

交
流
が
あ
り
、
不
昧
の
茶
道
具

収
集
に
貢
献
し
た
。
こ
の
と
き
齢

八
十
二
歳
に
達
し
、
江
戸
の
目

利
き
の
中
で
重
き
を
な
し
て
い

た
。
（宮
武
慶
之
二
〇
一
九
『知

ら
れ
ざ
る
目
利
き
白
醉
庵
吉
村
観

阿
』淡
交
社
） 

戸
田
松
平
河
内
守
光
年

み
つ
つ
ら

は

信
濃
国
松
本
藩
七
代
藩
主

（一
七
八
一
～
一
八
三
七
）

九
代
藩
主
光
則

み
つ
ひ
さ

の
正
室
と
し

て
、
後
に
直
諒
の
娘
貞
姫
が

嫁
い
で
い
る
。  

竹
腰
山
城
守
正
定
は
美
濃

今
尾
藩
主
で
、
正
室
は
三
日

市
藩
主
の
娘
。
子
の
兵
部
正

富
が
嘉
永
三
年
に
翠
濤
と

茶
会
で
同
席
し
た
記
録
が

あ
る
（
『翠
濤
侯
遺
芳
集
』
野

村
瑞
典
一
九
八
八
） 

岡
田
真
澄
（江
戸
の
国
学
者 

一
七
八
三
～
一
八
三
八
）。

父
は
寛
政
の
三
博
士
の
ひ
と

り
儒
学
者
の
岡
田
寒
泉
。  

岡
了
節 

寛
政
八
年
ま
で
小
石

川
療
養
所
医
師
を
務
め
、
寛
政

九
年
か
ら
奥
医
師
と
し
て
徳
川

家
斉
・家
慶
の
信
頼
を
得
る
。
天

保
十
四
（一
九
四
三
）
年
に
医

師
最
高
位
の
「
法
印
」に
叙
さ
れ

る
。
（
戸
出
一
郎2002 

「医
学
館
に

お
け
る
医
学
考
試
に
つ
い
て
（二
）」

『日
本
医
史
学
雑
誌
』四
八
巻
二

号
） 
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か
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榎
本
清
益 

 



御口切茶之湯並夜会④ 

か
つ 

 

天
保
五
甲
午

年
十
一
月
御
口
切 

 

待
合 

 

一
、
刀
掛 

赤
杉
柾 

  

一
、
青
貝
硯
箱 

 
 

一
、
松
梅
蒔
絵 

三
ツ
道
具
□ 

 
 

一
、
書
画
墨 

墨
敷
黒
ら
し
ゃ
□ 

一
、
の
り
入
染
付
扇
形 

□ 

 

  

一
、
桑
龍
光
院
透
た
は
こ
盆 

一
、
染
付
火
入 

 
 

一
、
青
竹
灰
吹 

 
 

一
、
鼡
や
張
き
せ
る
浄 カ

益 

 
 

一
、
奉
書
包
た
は
こ
入 

 
 

一
、
鉄
象
か
ん

嵌

香
は
し
□ 

   

一
、
大
内
湯
わ
か
し 

敷
物
畳
も
の
小
形 

 

一
、
海
老
手
火
生 

 

敷
も
の 

 

曲
輪
湯
盆 

 
 

一
、
浄
本
湯
の
み 

 
 

一
、
織
部
香
星
入 

 

一
、
小
芋
籠
炭
斗 

 
 

一
、
真
鍮
は
り
ぬ
き
火
お
こ
し 

 
 

一
、
白
か
ん 

三
ツ
羽
□ 

一
ヤ
ン
ホ
こ
ぼ
し  

ヤ
ン
ホ
＝
椰
子
の
実
を
二

つ
に
割
った
容
器  

香
星
入
＝
香
煎
入
れ 

養
生
糖
な
ど
の
小
粒
の
菓

子
を
入
れ
て
振
り
出
し
て

用
い
る
器  


